
病害虫対策と幼穂形成期の栽培技術ポイント

紋枯病
●例年は６月中旬頃より発生が見受けられ、高温年に多い。

●前年多発した圃場では発生しやすい。

●病斑は周辺部が褐色、内部が淡褐色の楕円形で、最初下部の葉鞘にでき、

上位に進展する。

●ひどいときは葉や穂も枯らす。

概
要

対
策

薬剤 防除ポイント 散布時期

リンバー粒剤
 株元に病原を確認したら散布が効果的
 特に昨年発生ほ場は注意!!

収穫３０日まで

いもち病

概
要

対
策

●例年は６月中旬頃より発生が見受けられる。

●高温多雨が多いと多発し、多肥は発生を助長する。

●急性型病斑は伝染力が強い。

●多発するとイネが萎縮し、ずりこみ症状を示す。

●葉、節、穂首、枝梗、もみなど根以外のすべての部位で発病する。

薬剤 防除ポイント 散布時期

コラトップ粒剤5・
ジャンボＰ・豆つぶ

 発生が確認されたら、出穂3～4週間前
の散布が効果的

出穂30日前
～5日前まで

ブラシン粉剤ＤＬ
 発病初期を逃さず散布。
 いもち病の病斑を見つけたらただちに防
除。

収穫7日前まで

今後の生育には病害虫対策、穂肥施用、常時湛水管理が重要です。
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幼穂形成期と穂肥について

出穂前日数 幼穂長（ｍｍ） 備考

２５日 １.０ 倒状しにくい品種の穂肥時期

１８日 ５～１０ 倒状し易い品種の穂肥１回目

出穂期 圃場の４割が出穂した時

穂肥のタイミングは圃場や移植時期によって異なるため、必ず幼穂
を確認し適切な時期に施用してください！

本田害虫防除

幼穂長と出穂前日数の目安

キヌヒカリや日本晴のような倒状に強い品種では、幼穂長１ミリの時に１回で施用する。
コシヒカリや滋賀羽二重糯のような倒状しやすい品種では、２回分施を基本とし、１回目を幼穂
長が１０ミリの時（出穂前18日）、２回目をその１週間後（出穂前11日）または２週間後
（出穂前4日）に施用する。籾の退化を抑え、粒の充実を助ける為に施用します。

幼穂のある位置 幼穂長１ｍｍ

（出穂前２５日）

幼穂を確認しましょう
ご不明な点は営農渉外に問い

わせ下さい

営農渉外LINEアカウントのご案内

早い穂肥
・過剰な籾数
・倒状恐れあり
・乳白粒増加

・未熟粒増加

・食味低下
・登熟歩合低下

遅い穂肥

・籾数減少
・玄米タンパク増加

1ミリ


